
【退職のご挨拶】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度、私事ですが 7月 31日をもって中央総合会計を退職いたしました。 

入社して１２年の月日が経ちましたが、お客様と共に様々なことを経験させて頂き勉強させて頂きました。経験の 

浅かった頃から担当させて頂いたお客様につきましては、精一杯の対応をしてきた気持ちではおりますが、ご迷 

惑をお掛けしたこともあったと思います。それでもお客様から頂く言葉に支えられ、たくましくなってここまで続 

けてこれました。また退職に際しては皆様方から温かいお言葉を頂きまして、本当にありがとうございました。 

  中央総合会計での貴重な経験を心の糧として、次の人生に向けて出発したいと思います。 

皆様のご健康とご多幸を心からお祈り申し上げます。                   立岡 敬子 

８月は「フーテンの寅さん」とゆかりの深

い月です。国民的映画『男はつらいよ』の第

１作目が公開されたのは１９６９年８月。寅さ

んを演じた渥美清さんが亡くなったのは１９

９６年８月。寅さんがお盆にふらっと柴又ま

で帰って来ることはもうありませんが、今

でも空の上で自由気ままな旅を続けてい

るのでしょうか。 

【「
印
紙
税
」
で
通
帳
が
な
く
な
る
？
】 

所
得
税
や
法
人
税
は
所
得
（
利
益
）に
課
税
さ
れ
ま
す
し
、
贈
与

税
や
相
続
税
は
財
産
の
移
転
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、消

費
税
や
酒
税
の
よ
う
に
消
費
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
印
紙
税
は
経
済
取
引
に
際
し
て
作
成
さ

れ
る
文
章
に
課
さ
れ
る
税
で
す
。 

平
成
二
十
八
年
度
の
国
の
税
収
は
約
５
５
兆
円
で
し
た
。
そ
の

う
ち
印
紙
税
の
収
入
は
約
１
兆
円
で
１
．８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

印
紙
税
は
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
通
帳
に
お
い
て
も
課
税
さ
れ
て

い
ま
す
。
金
融
業
界
は
近
年
の
低
金
利
に
よ
っ
て
収
益
が
悪
化
し

て
い
る
た
め
、
一
層
の
経
費
削
減
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
で
す
。 

 
 

そ
の
た
め
金
融
業
界
で
年
間
約
７
０
０
億
円
か
か
る
印
紙
税

を
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
削
減
す
る
と
い
う
動
き

が
あ
る
よ
う
で
す
。
銀
行
な
ど
に
と
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
と
金
融
サ
ー
ビ
ス

を
融
合
し
た
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発
展
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進

め
る
こ
と
は
、
印
紙
税
や
発
行
コ
ス
ト
な
ど
の
削
減
と
事
務
作
業

の
軽
減
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
、利
用
者
に
と
っ
て
も
通
帳
を 

持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
な
っ
た
り
、
ス 

マ
ホ
な
ど
か
ら
入
出
金
情
報
を
リ
ア 

ル
タ
イ
ム
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き 

る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、将
来
は
原
則
紙
の
通 

帳
は
な
く
な
り
希
望
す
る
時
は
、
手
数
料
が
発
生
す
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
発
展
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
税
制
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 
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安心が私たちの商品です 

税理士法人  中 央 総 合 会 計 

mailto:cyuou@csk-i.com
http://csk-i.com/


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【フーテンの寅から学ぶマーケティング】 

 

「わたくし、生まれも育ちも東京葛飾柴又です。帝釈天で産湯を使

い、姓は車、名は寅次郎。人呼んでフーテンの寅と発します」。 

テンポの良いおなじみの名セリフを懐か 

しく思い出す方も多いでしょう。 

鞄ひとつで日本全国を気ままに旅する 

寅さんは、日本人が憧れる「小さな自由」 

を映画の中で具現しているのかもしれませ 

ん。寅さんのあの自由さはどこからやって来るのか。「フーテン」とは

仕事も学業もしないでブラブラしている人のことですが、寅さんは、

実はたいした商売人だったのではないでしょうか。『男はつらいよ 拝

啓車寅次郎様』にこんなシーンがありました。 

靴の会社で営業をしている甥っ子の満男が、仕事がつまらないと

愚痴をこぼします。それを聞いた寅さんは、そのへんにあった鉛筆を

満男に渡して「オレに売ってみな」と言うのです。満男はしぶしぶと

「この鉛筆を買ってください」、「消しゴム付きですよ」と特長をアピ

ールし寅さんにセールスしますが、「俺は字を書かないから鉛筆なん

ていらねえよ」とすげなく断られてしまいます。満男が「こんな鉛筆

は売りようがない」とさじを投げると、寅さんは満男から鉛筆を取り

上げて「この鉛筆を見るとな、おふくろのことを思い出してしょうが

ねぇんだ」と、鉛筆にまつわる話をしみじみと語り始めます。もちろん

即興の作り話ですが、これが実にうまいのです。本当に懐かしそうに

鉛筆を見ながら情感たっぷりにあの名調子で語ると、その場にいた

家族全員が寅さんの話に心を奪われ、その鉛筆が欲しくなってしまう

のでした。 

鉛筆を「モノ」として「機能的価値」、すなわち書いたり消したりし

ながら文字を紙に記録する機能を売ろうとした満男と、鉛筆の「情緒

的価値」、すなわちそれを持ったり使ったりする事で得られる心理的

価値を伝えた寅さん。つまり寅さんは、現代において物を売るという

事は機能的価値より情緒的価値に重きを置くことの重要さを満男に

実演して見せたのです。「どのような情緒的な価値を自社の商品や

サービスに付け加えるか」今一度、見つめ直してみたいですね。 

税理士法人 中央総合会計 代表税理士 井内 敏樹 

日
本
の
登
山
家
で
あ

る
栗
城
史
多
（
の
ぶ
か

ず
）
の
言
葉
。
目
の
前
に

立
ち
は
だ
か
る
大
き
な

壁
。
そ
れ
は
限
界
を
決

め
て
い
る
自
分
自
身
と

い
う
壁
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ぁ
、乗
り
越
え
よ
う
！ 

今月の教えてキーワード：【ミレニアル世代】 

 

ミ
レ
ニ
ア
ル
と
は

「
千
年
紀
の
」
と
い

う
意
味
で
、
ア
メ
リ

カ
で
２
０
０
０
年
代

に
成
人
あ
る
い
は

社
会
人
に
な
る
世

代
の
こ
と
。 

１
９
８
０
年
代
か

ら
２
０
０
０
年
代
初

頭
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
を
指
す
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
以
前

の
世
代
と
は
消
費

行
動
や
価
値
観
な

ど
が
異
な
る
と
さ

れ
る
。
生
ま
れ
た
と

き
か
ら
Ｉ
Ｔ
機
器

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
普
及
し
て
い
る

環
境
で
あ
る
こ
と

か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
」
と
も
呼

ば
れ
る
。 

日
本
に
お
い
て

も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
人
事
管
理
の
領

域
で
注
目
を
集
め

て
い
る
。 

【10 年後の仕事図鑑】 
------------------------------- 
「人間の仕事の半分を機械に奪わ

れる」という英国の大学教授の論文
が話題になりました。本書ではＡＩに
も他人にも簡単に 
代替されない、希少 
価値が高く、複雑な 
仕事を行う戦略に 
ついて熱く語られ 
ています。 
未来が期待にあ 

ふれる一冊です。 


